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声かけ合って　支え合い　誰もが安心して暮らせるまちづくり

2
福祉・ボランティア作品募集　入賞作品「写真部門」
タイトル  「ほ・の・ぼ・の」

ボランティア作業のあと。
お互いを思いやる気持ちで距離をとっています。
　　　　　　　　　市岡　日出夫さん（東祖谷）
　　　　　　　　　　　（関連記事7ページに掲載）
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第17回 三好市社会福祉大会被表彰者　　（敬称略）

〈大会長表彰〉
　1. 民生委員・児童委員功労者
阪本　惠子（三野町）　　　髙井　廣幸（三野町）　　　中西　清市（三野町）　　　藤川　真美（三野町）
　宮本　久子（三野町）　　　池内　一宏（池田町）　　　佐田　耕二（池田町）　　　塩出美佐子（池田町）
　床西　　昇（池田町）　　　新田　忠春（池田町）　　　林　美津子（池田町）　　　松端　利文（池田町）
　脇　　幹人（池田町）　　　合田惠美子（山城町）　　　近藤　千代（山城町）　　　鞆 　　操（山城町）
　中岡　洋司（山城町）　　　脇　　　博（山城町）
　2. 社会福祉事業功労者
　田中　栄子（三野町）　　　栂安　佳子（井川町）　　　丸本　延子（井川町）　　　峯本　清美（井川町）
　元木　典子（井川町）　　　山下　治雄（井川町）　　　山下　禮子（井川町）　　　吉田広次郎（井川町）
　田中　和美（池田町）　　　橋本　仁美（池田町）　　　平井久三代（池田町）　　　宮西　武茂（池田町）
　岩木　宏子（山城町）　　　大西　重子（山城町）　　　岡田喜代子（山城町）　　　尾形セツコ（山城町）
　下大寺秀夫（山城町）　　　西田　政志（山城町）　　　安宅　初代（東みよし町）　川人　広美（東みよし町）
　高畑　園恵（東みよし町）　三好　　守（東みよし町）　山田クニヱ（東みよし町）
　3. 社会福祉活動が特に優秀な個人
　大西　善子（井川町）　　　黒石　紘一（池田町）
　4. 長期在宅介護功労者
　大北　初生（三野町）　　　田岡千恵子（井川町）

〈大会長感謝〉
　高野　健一（三野町）　　　大西　春光（井川町）
　中川千代子（池田町）　　　新居　政昭（山城町）
　保土喜代子（山城町）　　　鳥本　久子（東祖谷）
　有限会社ヤマト重機　代表取締役　 楠本　隆文（池田町）
　株式会社明和クリーン　　　会長　 楠本　鈴子（山城町）
　第13回三好市民チャリティーゴルフ大会参加者一同（三好市）

〈徳島県共同募金会三好市共同募金委員会会長 感謝〉
　樫尾自治会（東祖谷）

〈日本赤十字社徳島県支部三好市地区長 感謝〉
　栗枝渡自治会（東祖谷）

　11月25日、三好市池田総合体育館にて第17回三好市社会福祉大会を開催しました。
　今年度は、感染対策のためメインアリーナを会場とし、コロナ以前の開催規模での参加を呼びかけ、被表彰
者並びに福祉関係者およそ350名の参加の下、式典と記念講演を行いました。
　式典では、社会福祉の推進に貢献された51名と5団体に各表彰状や感謝状を贈呈しました。岩崎たまみさ
ん（朗読クラブひまわり）の朗読により大会宣言を提案し、全会一致で採択されました。
　3年ぶりの開催となった記念講演では、「支えあう豊かな地域をめざして」との演題で、弁護士で公益財団法
人さわやか福祉財団 会長の堀田力氏にお話しいただきました。
　また、令和４年度赤十字の集い開催中止に伴い日本赤十字社徳島県支部長感謝状の伝達も行いました。

大　会　宣　言
一、私たちは、地域住民が抱える生活課題の解決に向け、地域住民や専門機関等との重層的連携・
協働により、支え合い助け合える地域の絆づくりを推進します。

一．私たちは、誰一人取り残さない、多様性と包摂性のある地域社会の持続的発展の実現を目指
し、分野横断的な福祉ニーズの対応に努めます。

一．私たちは、災害などへの備えを進めるとともに、緊急時においても、支援を必要とする人に寄
り添い、支え合い、安心して暮らせる地域づくりを推進します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年11月25日 大会宣言の
全文はこちら

第17回 三 好 市 社 会 福 祉 大 会 【報告】
テーマ ～声かけ合って　支え合い　誰もが安心して暮らせるまちづくり～

さわやか福祉財団 会長 
堀田力氏による記念講演

大会宣言の提案
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令和 4 年度 社会福祉協議会関係 被表彰者 団体紹介　　（敬称略）

第66回徳島県社会福祉大会（開催日：令和4年11月29日 （火））
〈名誉大会長表彰（知事表彰）〉
　1.社会福祉事業功労者
　　熊井喜美代（井川町）　　　島尾　栄子（井川町）　　　藤井　義明（井川町）　　　森　　由子（井川町）
　　伊丹はるみ（池田町）　　　伊丹　浩美（池田町）　　　福田　俊二（池田町）　　　松林真奈美（池田町）
　　矢野　孝文（池田町）　　　平山　利雄（西祖谷山村）
〈大会長表彰（県社協会長表彰）〉
　1.民生委員・児童委員功労者
　　髙井　廣幸（三野町）　　　中西　清市（三野町）　　　宮本　久子（三野町）　　　大西　視郎（井川町）
　　坂本　董忠（井川町）　　　池内　一宏（池田町）　　　上野　悦布（池田町）　　　佐田　耕二（池田町）
　　勝瑞　博文（池田町）　　　床西　　昇（池田町）　　　新田　忠春（池田町）　　　東川　高志（池田町）
　　藤邨　秀明（池田町）　　　松端　利文（池田町）　　　真鍋　廣美（池田町）　　　宮川　淸文（池田町）
　　鞆　　　操（山城町）　　　栗下　廣志（山城町）　　　中岡　洋司（山城町）　　　脇　　　博（山城町）
　　古井　秀子（西祖谷山村）　土井　浩和（東祖谷）　　　名頃　　正（東祖谷）
　2.社会福祉事業功労者
　　岡本ミサ子（三野町）　　　山口　礼子（井川町）　　　山本　明子（井川町）　　　岡　千賀子（池田町）
　　図子佐代子（池田町）　　　向井　君代（池田町）　　　新居健一郎（山城町）　　　前田アサ子（山城町）
　　森岡　孝昭（山城町）　　　大西　悦子（東みよし町）
　3.ボランティア功労団体
　　池田地区婦人会チフレ（池田町）
　4.自立生活の模範となる者
　　宮内　茂仁（井川町）
〈徳島県共同募金会会長表彰〉
　　前田知惠子（三野町）　　中瀧　佳子（井川町）　　　　元木　弘子（井川町）
　　伊丹美枝子（池田町）　　庄司　芳久（東祖谷）

〈日本赤十字社徳島県支部支部長感謝状（金枠）〉
　国金　節子（池田町）　　　谷田美智恵（池田町）
〈日本赤十字社徳島県支部支部長感謝状（銀枠）〉
　大下　洋子（三野町）　　　西藤　幸子（三野町）　　　内田　桂子（池田町）
　大西智慧子（池田町）　　　岡　　祥子（池田町）　　　片山とも枝（池田町）　　　上浦　恭子（池田町）
　川口　和江（池田町）　　　久保　博子（池田町）　　　藤田　一恵（池田町）　　　山下　尚子（池田町）

令和4年度 赤十字の集い（三好市社会福祉大会にて表彰伝達）

〈徳島県身体障害者連合会理事長表彰〉
　小笠サツ子（三野町）

第41回障がい者のつどい県民大会被表彰者（開催日：令和4年12月10日（土））

〈高齢者福祉功労者等に対する県知事表彰〉
　1.高齢者福祉功労者
　三木　謙二（池田町）　　　堀江　　亘（東みよし町）
　2.施設・団体関係功労者
　佐竹　純子（山城町）　　　西　　洋子（山城町）
〈友愛訪問員に対する県知事表彰〉
　三河　　勲（池田町）
〈友愛訪問員に対する県知事感謝状〉
小松　縫子（三野町）　　　山本　明子（井川町）　　　大西　重子（山城町）

　古泉　　廣（西祖谷山村）　西岡　月子（東祖谷）
〈老人クラブ活動推進功労者に対する県老連会長表彰〉（個人・団体）
　邉見　敏正（三野町）　　　森上　　登（池田町）　　　渡辺　敏之（池田町）　　　都築　麗子（東祖谷）
　善徳老人クラブ（西祖谷山村）

第53回徳島県敬老県民のつどい（開催日：令和4年9月6日（火））
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「
学
び
」
と
「
親
睦
」
の

　
　
　
　
　
　

視
察
研
修
！

三
野

井
川

池
田

想
い
と
気
持
ち
（
タ
オ
ル
）
を

届
け
た
訪
問
活
動

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

　
　
　
　
　

活
か
そ
う
！

三
野
婦
人
会
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
長
生

園
」・
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
」・
社
会
福
祉
法

人
悠
久
会
「
あ
い
の
郷
」
に
訪
問
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る

と
対
面
し
交
流
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
施

設
入
居
者
に
と
っ
て
家
族
と
の
面
会
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
の
中
で
、
地
域
や
人
と
の
繋
が
り
を
少
し
で
も
感
じ
て

も
ら
う
事
が
出
来
れ
ば
と
の
想
い
で
、
婦
人
会
の
会
員
に

タ
オ
ル
の
寄
付
の
声
か
け
を
し
、
集
め
た
タ
オ
ル
を
施
設

職
員
の
方
に
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
の

方
よ
り
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
助
か
り
ま
す
。」
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
励
み
に
な
り

ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
と
上
手
に
向

き
合
っ
て
い
き
な
が
ら
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い

こ
う
と
思
っ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

井
川
地
区
住
民
福
祉
協
議
会
連
合
会
で
は
、
十
二
月

十
七
日
に
松
山
市
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
の
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
二
年
ぶ
り
と
な

る
視
察
研
修
で
し
た
が
、
各
地
区
よ
り
二
十
三
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

「
学
び
」
を
目
的
に
、
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
地
震
に
つ
い

て
の
講
話
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
・
煙
体
験
・
消
火
体
験
を
し
ま

し
た
。
改
め
て
災
害
に
対
す
る
備
え
の
大
事
さ
と
、
い
ざ

と
い
う
時
の
対
処
方
法
を
学
び
、
こ
う
し
た
機
会
を
増
や

す
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「

親
睦
」
を
目
的
に
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
の
昼

食
会
で
は
、
美
味
し
い
お
食
事
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

「
学
び
」
と
「
親
睦
」
を
目
的
と
し
た
研
修
旅
行
を
実
施

し
た
こ
と
で
、「
災
害
時
に
助
け
合
え
る
町
づ
く
り
」
を
共

通
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
有
意
義
な
視
察
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

十
二
月
十
八
日
、
三
好
市
東
部
分
館
に
お
い
て
、
シ
マ

地
区
住
民
福
祉
協
議
会
「
防
災
学
習
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
西
部
総
合
県
民
局
よ
り
危
機
管
理
担
当

者
を
お
招
き
し
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
防
災
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、「
住
ん
で

い
る
地
域
に
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
る

の
か
、
ど
こ
に
避
難
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
情
報
を
地

図
上
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
が
あ
り
、
実
際

に
シ
マ
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
使
用
し
、
自
宅
か
ら

避
難
所
ま
で
の
経
路
を
地
図
上
で
線
を
結
び
確
認
し
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
で
き
た

こ
と
で
、
避
難
所
や
避
難
経
路
が
し
っ
か
り
と
わ
か
っ

た
。」「
早
め
に
避
難
し
て
何
も
起
こ
ら
な
く
て
も
避
難
訓

練
が
で
き
た
と
考
え
て
、
早
め
の
避
難
を
続
け
る
よ
う
に

し
た
い
。」
と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
婦
人
会
に
よ
る
防
災
炊
飯
袋
（
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
）
を
用
い
た
炊
き
出
し
訓
練
も
行
わ
れ
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
地
域
で
助
け
合
え
る
、
防
災
力
の
強
化
に

つ
な
が
る
「
防
災
学
習
」
と
な
り
ま
し
た
。

※
防
災
炊
飯
袋
（
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
）
と
は
、
水
と
米
を
入
れ
鍋

で
ゆ
で
る
こ
と
で
ご
飯
が
炊
け
る
袋
の
こ
と
で
す
。

いざという時に備えて

経験を重ねることが大事な消火体験

特別養護老人ホーム長生園

悠久会あいの郷老人保健施設ふれあい

命を守るために知識習得

避難経路の確認

地域だより
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山
城

西
祖
谷

災
害
体
験
を
子
ど
も
た
ち
へ

つ
な
ぐ

檪
生
小
学
校
及
び

西
祖
谷
地
区
住
民
福
祉
協
議

会
連
合
会
合
同
防
災
訓
練

九
月
二
十
九
日
、
山
城
公
民
館
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
合

同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
城
中
学
校
と
山
城

地
区
住
民
福
祉
協
議
会
連
合
会
が
参
画
し
、
参
加
者
は

六
十
二
名
で
し
た
。

は
じ
め
に
、
防
災
士
に
よ
る
備
蓄
品
等
に
関
す
る
講
演

が
行
わ
れ
、
講
師
が
持
参
し
た
防
災
用
品
を
間
近
で
見
て

体
験
し
ま
し
た
。
日
用
品
を
ど
の
よ
う
に
災
害
時
用
と
し

て
備
え
る
の
か
、
人
そ
れ
ぞ
れ
準
備
物
が
異
な
る
な
ど
、

身
近
な
物
か
ら
少
し
ず
つ
備
え
て
お
く
べ
き
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
地
区
住
民
福
祉
協
議
会
の
参

加
者
が
、
災
害
体
験
を
中
学
生
に
伝
え
ま
し
た
。
町
内
で

の
災
害
や
防
災
活
動
な
ど
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
話
を
聞

く
こ
と
で
、
中
学
生
か
ら
は
「
災
害
が
身
近
な
こ
と
で
あ

る
と
感
じ
た
」、「
災
害
時
は
地
域
の
助
け
合
い
が
大
切
だ

と
思
っ
た
」
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
未
来
あ
る
子

ど
も
た
ち
に
、
地
域
を
知
っ
て
守
り
続
け
て
も
ら
い
た
い

と
、
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
時
間
で
し
た
。

今
回
の
よ
う
に
、
幅
広
い
年
代
の
住
民
が
一
体
と
な
り

地
域
の
こ
と
を
共
有
で
き
れ
ば
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
地

域
力
が
発
展
す
る
地
域
力
が
よ
り
強
く
な
る
と
感
じ
ま
し

た
。
地
域
住
民
の
方
々
や
関
係
機
関
と
共
に
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
大
規

模
な
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
、
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
る
災
害
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
得
て
、
緊

急
時
に
自
ら
の
命
を
守
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
と

共
に
、
周
り
の
人
と
協
力
し
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
檪
生
小
学
校
と

西
祖
谷
地
区
住
民
福
祉
協
議
会
連
合
会
の
合
同
で
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
三
好
市
危
機
管
理
課
の
職
員
に
来
て
い
た
だ

き
、
火
災
を
想
定
し
た
消
火
訓
練
、
テ
ン
ト
で
の
煙
体
験
、

起
震
車
で
の
地
震
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
防
災
訓
練
を
通

じ
て
、
災
害
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
小
学
生
と
西
祖
谷

地
区
の
住
民
と
の
地
域
交
流
の
場
に
も
な
り
、
参
加
し
た

人
か
ら
は
、「
地
震
の
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
場
に
な
っ

た
」、「
小
学
生
と
交
流
す
る
機
会
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

西
祖
谷
地
区
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
で
は
、「
地
域
の

絆
づ
く
り
」「
安
全
で
安
心
豊
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
交
流
と
共
に
、

防
災
等
を
学
べ
る
機

会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん

が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

奥
祖
谷
ク
ラ
ブ
地
区
住
民
福
祉
協
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
を
考
慮
し
つ
つ
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
今
回
は
特
に
反
響
の
良
か
っ
た
二
つ
の
活
動

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　

一
つ
目
は
、
高
知
県
へ
の
バ
ス
観
光
を
実
施
し
、
み
か

ん
狩
り
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

早
朝
の
出
発
に
も
関
わ
ら
ず
、
久
し
ぶ
り
の
遠
征
で
し

た
が
、
地
区
住
協
役
員
及
び
地
域

住
民
の
十
五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。到

着
し
て
か
ら
は
移
動
の
疲
れ

を
感
じ
さ
せ
ず
、
手
提
げ
袋
か
ら

溢
れ
ん
ば
か
り
の
み
か
ん
を
詰
め

込
み
、
味
見
を
し
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
と
、
参
加
者
同
士
で
楽

し
み
合
い
な
が
ら
、
み
か
ん
農
園

を
堪
能
し
ま
し
た
。
帰
り
の
車
内
で
は
「
来
て
よ
か
っ
た

の
」「
ま
た
行
こ
う
や
の
」
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
声
が
あ
が

り
、
役
員
さ
ん
か
ら
も
「
参
加
者
の
方
の
声
を
聞
き
、
開

催
し
て
よ
か
っ
た
」
と
お
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

二
つ
目
に
紹
介
す
る
の
は
、

地
域
神
社
の
お
祭
り
用
の
し

め
縄
作
り
で
す
。
こ
の
活
動

は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
共

同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
り
若
い
人
が
い
な
い

中
で
も
、
会
長
が
「
ほ
な
、
や
る
か
え
！
」
と
、
一
声
掛
け

れ
ば
、
住
民
み
ん
な
が
一
致
団
結
し
作
業
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

奥
祖
谷
ク
ラ
ブ
地
区
住
協
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

﹃
な
か
よ
し

ご
い
っ
し
ょ

ロ
ー
カ
ル
名
頃
﹄で
す
。

こ
う
し
た
活
動
が
コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
こ
と
に
目
を
向

け
た
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写真で防災活動を伝える

消火訓練中

しっかり吟味中ねじってしばって

防災用品を体験

起震車での地震体験

み
か
ん
狩
り
と
、

　
　
　

し
め
縄
作
り

東
祖
谷



三好市ボランティアセンター
　　　ゆるキャラ　へっそくん

～さらボラ　想いをかたちに！～
福祉・ボランティアふれあい市民フェスタ開催！

企画づくりや運営に
携わって頂きました実行
委員の皆さんには
たくさんご意見をいただき
ご協力いただきました。
ありがとうございました。

No.89 ⑥

　11月13日、池田総合体育館全館を使用して3年ぶりとなる、第4回福祉・
ボランティアふれあい市民フェスタを開催いたしました。当日は朝から小雨の
降るあいにくの天気でしたが、「さらボラ　想いをかたちに！」をテーマとし
て、福祉・ボランティア活動に対する関心を高め、活動のすそ野を広げ、地域
福祉の更なる充実を目指す機会として開催いたしました。
　フェスタでは、各団体によるバザーの他、相談・啓発コーナーや、つまみ細
工作りなどの体験コーナーを開設しました。来場者のみなさんには、いろんな
体験をとおして各団体の活動を知っていただける機会となりました。また、今
回は池田高校の創立100周年記念事業とコラボしており、メインアリーナで記
念講演が行われ、往年の池高野球部OBの方々のお話を聞こうと大勢の方が集
まりました。
　募金活動では、出張ボランティアセンターに参加いただいた学生ボランティ
アの皆さんの協力により、レモネードスタンドに24,810円、赤い羽根共同募
金に38,067円を寄付することができました。
　このように、いろんな人が連携協力し、福祉・ボランティアが身近に感じら
れる催しとして、地域のみなさんとともに福祉の魅力を発信しています。
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　令和4年度全国社会福祉大会（開催日：令和4
年12月13日）において、三好市社会福祉協議会
の進めている“災害に強い福祉のまちづくり”の
活動が「社会福祉協議会優良活動」として全国社
会福祉協議会会長表彰を受賞しました。
　 こ れ か ら も、
なお一層地域福
祉の推進に向け、
努力してまいり
ます。

　福祉・ボランティア活動を推進するための広
報活動の一環として、川柳、作文、写真を募集
したところ、25点の応募があり、審査の結果、
入賞作品（計 6 点）を決定しま
した。たくさんのご応募ありが
とうございました。
　なお、社協のホームページま
たは YouTube（動画配信サイ
ト）で入賞作品を閲覧できます
ので、ぜひご覧ください。

社協ホームページ
http://miyoshicity-shakyo.jp/info/2228/

三好市ボランティアセンターからのお知らせ

～全国表彰を受賞しました～ 令和4年度
福祉・ボランティア作品募集

～報 告～

ボランティア活動中のケガや賠償責任に備えて
ボランティア保険に加入しましょう
　ボランティア保険には、ボランティア自身が加入する「ボランティア活動保険」とボラン
ティア活動に関わる行事で主催者の責任を保証する「ボランティア行事用保険」の2種類
があります。どちらの保険も、補償期間は加入手続き完了日の翌日以降となりますのでご注意ください。
　また、「令和4年度ボランティア活動保険」に加入されている方につきましては、補償期間が令和5年3
月31日をもって終了します。引き続き令和5年4月1日以降も加入を希望される方は、「令和5年度ボラ
ンティア活動保険」への加入手続きをお願いします。加入手続きは社協本所・各支所で3月頃より受付を
開始します。

YouTube
（動画配信サイト）
QRコード

令和4年度 赤い羽根共同募金について

令和4年度 募金額 4,503,918円
～あなたは一人じゃない～

赤い羽根共同募金にご協力いただきありがとう
ございます。毎年、自治会、婦人会、職場世話人、小
中高校ほか、多くの皆様のご協力をいただいてい
ます。
　募金はいつでも受け付けていますので、よろし
くお願いいたします。

〈地区別現況報告〉 12月31日現在
地区名 金　額（円）

三野地区 692,000
井川地区 538,860
池田地区 2,297,691
山城地区 531,450

西祖谷地区 194,992
東祖谷地区 248,925
合　　計 4,503,918

日本赤十字社は、社費を納めていただいた社員
によって組織され、国内外における援助活動等の
赤十字活動を支えていただいています。社費にご
協力をいただいた皆様、大変ありがとうございま
した。
　また、社費の取りまとめにご尽力いただきまし
た婦人会奉仕団、自治会長他、関係者の皆様にも
心から感謝申し上げます。

〈地区別募金実績報告〉 
地区名 金　額（円）

三野地区 694,200
井川地区 534,200
池田地区 1,914,400
山城地区 563,200

西祖谷地区 196,200
東祖谷地区 263,400
合　　計 4,165,600

令和4年度 日赤社費実績報告
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   Tel 0883-72-5715  Fax 0883-72-5720

三
野
支
所

井
川
支
所

池
田
支
所

☎
77‒2882

☎
78‒3140

☎
72‒5715

山
城
支
所

西
祖
谷
支
所

東
祖
谷
支
所

☎
86‒2434

☎
87‒2088

☎
88‒2688

福祉総合相談 悩　み 心　配
困りごと

日々抱えるさまざまな悩みや法律的な問題について、相談員や弁護士が相談に応じます。
相談は無料です。お気軽にご相談ください。

※事前予約が必要です。

電話 での相談も対応しておりますので、お気軽にご相談ください。

法律相談

一般相談

弁護士：大西聡法律事務所　所属弁護士

日常生活上の悩み、心配ごとに関する相談

令和5年 3月 9日 木曜日 山城支所 13:00 ～ 16:00 86-2434

令和5年 4月13日 木曜日 三野支所 13:00 ～ 16:00 77-2882

令和5年 5月12日 金曜日 東祖谷支所 13:00 ～ 16:00 88-2688

令和5年 6月 1日 木曜日 本所・池田支所 13:00 ～ 16:00 72-5715

三 野 支 所 毎月第2火曜日 13:00 ～ 15:00 77-2882 三野老人福祉センター

井 川 支 所 毎週火曜日 13:00 ～ 15:00 78-3140 三好市井川支所

池 田 支 所 毎週水曜日 13:00 ～ 15:00 72-5885 社協本所・池田支所

山 城 支 所 毎月第3水曜日 13:00 ～ 15:00 86-2434 三好市山城支所

西 祖 谷 支 所 毎月第3木曜日 13:00 ～ 15:00 87-2088 西祖谷老人福祉センター

東 祖 谷 支 所 毎月第2木曜日 13:00 ～ 15:00 88-2688 祖谷の歴史館

●寄付のお礼●
善意銀行

次の方々から社会福祉協議会にご寄付をいただきました。
（令和4年9月1日～令和4年12月31日受付分）～ありがとうございました～

ご寄付は社会福祉事業に有効に活用させていただきます。

ご詠歌一同 様（池田町）　木曽松子様 （池田町）
チフレ（池田地区婦人会）様（池田町）
㈲ヤマト重機 会長　楠本正志 様（池田町）
㈱明和クリーン 会長　楠本鈴子 様（山城町）
阿波池田ライオンズ
　親子食堂　山下善久 様（池田町）

匿名の方（三野町）（東祖谷2件）
さんさんクラブ 様（三野町）

■一般寄付

三野地区住民福祉協議会連合会 様（三野町）
■リサイクル収益

匿名の方（三野町）　　　　匿名の方（山城町）
黍原良之 様（西祖谷）　　　鳥本久子 様（東祖谷）

■香典返しとして

第13回三好市民ゴルフ大会参加者一同 様
池田更生保護女性会 様（池田町）
ほのぼのケアフレンド箸蔵 様（池田町）
三好市パークゴルフ協会 様

■チャリティー収益

ご寄付は社会福祉事業に有効に活用させていただきます。

三好市社協職員採用のご案内令和5年度採用予定
（採用予定日：令和5年4月1日）
●採用予定職種・人員等
　普通自動車運転免許所持者（AT限定可）又は採用日までに取得見込みの人で、次の資格要
件等に該当する人

職　種 予定人員 業務内容 資格要件等

看　 護　 師 1 名 介護保険事業業務 看護師（正看護師）
福祉活動専門員 1 名 地域福祉活動業務等 社会福祉士

●受 付 期 間 令和4年12月1日（木）～令和5年2月28日（火）
●試験日・会場等  試験日：令和5年3月5日（日）※会場等詳細は後日、受験者に連絡します。
●申し込み方法 必要書類を受付期間内に本会総務課まで提出してください。
　〈持参の場合〉 　午前8時30分から午後5時30分まで（土日・祝祭日を除く）
　〈郵便の場合〉 　簡易書留等確実な方法で令和5年2月28日（火）（消印有功）までに郵送
　　　　　　　　 してください。
※募集要領・申込書は本会本所・各支所で受け取るかホームページ（http://miyoshicity-
shakyo.jp/）掲示板（12月14日付）からダウンロードすることができます。

【お問い合わせ】〒778-0003 三好市池田町サラダ1884番地4
三好市社会福祉協議会 総務課　☎0883-72-5715




